
36 37専門学校日本ホテルスクール 専門学校日本ホテルスクール

指定校推薦入学選考

2024年度入学選考結果（受験者数、合格者数、入学者数）

特待生奨学金 
入学時募集定員50名以内（2025年度入学）

大学・短期大学併願制度

修学支援奨学金 
入学時募集定員100名（2025年度入学）

　本校では、指定校推薦入学選考枠を設けてお
ります。在籍されている高等学校が「指定校」で
あるか否かは、高等学校の進路指導室または、
本校・入学相談室までお問い合わせください。

　ホテル・ブライダル・レストラン業界などのホスピタリティ分野に興味・関心を持ち、学習意欲のある方
で、入学後の修学において経済的な支援を必要と判断された方に事前に奨学金の支給を確約するもので
す。なお、特待生奨学金との併用も可能で返済の必要はありません。

　大学・短期大学に合格し本校への入学を辞退する方
に、選考料を除く納入金全額を返還する制度です。
※学校推薦入学選考・指定校入学選考で受験の場合は、適用になりません。
※修学支援奨学金・特待生奨学金への応募もできます。

  受験者数 合格者数 入学者数

 　　昼間部 183 181 175

 　　夜間部 48 48 47

 　　合計 231 229 222

　将来のホテル・ブライダル業界を担う優れた学生に対し、１年次の授業料を最高で全額（昼・夜間部）
免除する返済不要の奨学金です。入学時には面接と筆記試験の結果で選ばれます。なお、特待生奨学金
は入学選考試験ではありません。審査の結果、特待生（奨学金）に選ばれなかった場合でも、入学選考の
合否とは関係ありません。いずれの選考試験を受ける方でもチャレンジできます。

AO特待生奨学金 
入学時募集定員50名（2025年度入学）
　将来にホテル・ブライダル業界などのホスピタリティ産業で幅広く活躍したいという意欲を持つ学生に
対し、1年次の授業料を10万円免除する返済不要の奨学金です。AO入学選考で受験する方が対象で、学
力での選抜ではなく、グループ面接などの総合評価で選抜します。AO入学選考を受験する方は、AO特待
生奨学金、あるいは特待生奨学金のいずれか一つにチャレンジできます。

進級特待生奨学金
　１年次の成績、および出席率、その他総合的観点で選抜した優秀な学生に対し、２年次に奨学金を
支給します。

※昼間部には右の留学生を含みます。（受験5、合格5、入学5）
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◆入学相談室　

（１）卒業生子息・息女優遇制度
本校卒業生のお子様は、１年次授業料の半額を免除します。

（２）兄弟・姉妹優遇制度
本校在学生または卒業生の兄弟・姉妹は、1年次の授業料の半額を免除します。

（３）業界人優遇制度
ホテル、旅館、ブライダル、レストラン業界で正規雇用として勤務している方のお子様は、入学金の全額を
免除します。

入学学費優遇制度に関するお知らせ（2025年度入学）
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　専門学校日本ホテルスクールの設置法人は2009年４月１日より「財団法人日本ホテル教育センター」から
「学校法人日本ホテル学院」に変更いたしました。これまで、専門学校日本ホテルスクールは、1976年に設立
した財団法人日本ホテル教育センターが運営していましたが、約21年間の実績を踏まえて、私立学校法に
基づく学校法人日本ホテル学院を設立し、運営母体を財団法人から学校法人へと移行しました。以後、財団
法人日本ホテル教育センターは、主に業界を対象とする教育機関として、学校法人日本ホテル学院は、専門
学校日本ホテルスクールの運営母体として学校教育活動を継続します。財団法人と学校法人はそれぞれ
独立体となりますが、強いパートナーシップで協力関係を継続します。

学校法人日本ホテル学院について

本校の財務状況は、下記URLよりご覧ください。

https://www.jhs.ac.jp/about/public/finance.php

予算・決算の概況

役 員（学校法人日本ホテル学院）
理事長
専務理事
理　事

監事

評議員

石塚　勉
湯谷　昌生
池田　正己
石塚　崇
勝俣　伸
佐藤　信也
横田　髙弘
玉井　浩二
松井　洋治
赤澤　儀一
明石　伸子
味岡　宗靖
大谷　晃
大谷　和彦
小笠原敬承斎
勝俣　伸
黒沢　由美子
小林　信次
武内　悟
中島　宣由紀
野田　兼義
平塚　武
湯谷　昌生

専門学校日本ホテルスクール　校長
専門学校日本ホテルスクール　事務局長
株式会社ホテルオークラ　社友
専門学校日本ホテルスクール　総経部長
富士屋ホテル株式会社　代表取締役社長
藤田観光株式会社　前サービス統括責任者
横田税務会計事務所　税理士
学校法人國學院大學　顧問
松井洋治事務所　代表
専門学校日本ホテルスクール　同窓会顧問
特定非営利活動法人日本マナー・プロトコール協会　理事長
茶道裏千家 株式会社養和会 代表
特定非営利法人日本ホテルレストラン経営研究所　理事長
株式会社ニューオータニ　代表取締役社長
小笠原流礼法宗家
富士屋ホテル株式会社　代表取締役社長
専門学校日本ホテルスクール　理事長補佐
松蔭大学　観光メディア文化学部　教授
専門学校日本ホテルスクール　企画部 企画室 主席
専門学校日本ホテルスクール　同窓会会長
公益社団法人日本ブライダル文化振興協会　専務理事
一般社団法人国際観光日本レストラン協会　理事
専門学校日本ホテルスクール　事務局長 

2024年4月1日現在

支援・推薦団体

一般社団法人全日本ホテル連盟
一般社団法人日本旅館協会

一般財団法人日本ホテル教育センター
一般社団法人日本ホテル協会
公益社団法人日本ブライダル文化振興協会

支援 推薦
一般社団法人日本フードサービス協会
一般社団法人国際観光日本レストラン協会

海外提携校

◆ シラー国際大学（本部・アメリカ）
◆ ダグラスカレッジ（カナダ）
◆ ラ・エスクエラ・パナメリカーナ・デ・オテレリーア（メキシコ）
◆ グリオン・ホテルスクール（スイス）　 

◆ 海南省農機学校（中国）
◆ 牡丹江大学（中国）
◆ 寧安富士職業学校（中国）
◆ ポール・スミス大学（アメリカ）

◆ ホルムズグレン・インスティテュート（オーストラリア）
◆ ザ・ホテルスクール（オーストラリア）
◆ サキシオン大学（オランダ）
◆ パーペチュアル・ヘルプ大学（フィリピン）

詳しくは「もうひとつの選択 JHSから広がる海外への道」をご覧ください。

※五十音順


